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(57)【要約】
【課題】手元側で操作部全体を回転させるような操作を
必要とすることなく、可撓性シースの先端に設けられた
先端処置部材を容易な操作で軸線周り方向に回転させる
ことができる、操作性の優れた内視鏡用処置具を提供す
ること。
【解決手段】可撓性シース１の基端側において、操作ワ
イヤ４（４Ａ）を可撓性シース１に対し軸線周り方向に
相対的に回転させることにより、操作ワイヤ４（４Ａ）
の先端に連結された先端処置部材３が可撓性シース１の
先端で軸線周り方向に回転するように構成された内視鏡
用処置具において、スライド操作部材１２に、操作ワイ
ヤ４（４Ａ）を他の部材に対し単独で軸線周り方向に回
転させる操作を行うための回転操作手段１４が設けられ
ている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性シース内に軸線方向に進退自在に且つ軸線周り方向に回転自在に操作ワイヤが挿
通配置されて、上記操作ワイヤの先端に連結された先端処置部材が上記可撓性シースの先
端部分に配置され、上記可撓性シースの基端に連結された操作部に、上記操作ワイヤを軸
線方向に進退操作するスライド操作部材が設けられると共に、上記可撓性シースの基端側
において、上記操作ワイヤを上記可撓性シースに対し軸線周り方向に相対的に回転させる
ことにより、上記先端処置部材が上記可撓性シースの先端で軸線周り方向に回転するよう
に構成された内視鏡用処置具において、
　上記スライド操作部材に、上記操作ワイヤを他の部材に対し単独で軸線周り方向に回転
させる操作を行うための回転操作手段が設けられていることを特徴とする内視鏡用処置具
。
【請求項２】
　上記操作ワイヤの基端部分に従動歯車が取り付けられていて、その従動歯車を回転駆動
するための駆動歯車が上記回転操作手段に設けられている請求項１記載の内視鏡用処置具
。
【請求項３】
　上記従動歯車と上記駆動歯車との間に中間歯車が設けられている請求項２記載の内視鏡
用処置具。
【請求項４】
　上記回転操作手段に、上記駆動歯車を回転操作するための操作レバーが設けられている
請求項２又は３記載の内視鏡用処置具。
【請求項５】
　上記回転操作手段が上記従動歯車と噛み合う単独の歯車である請求項２記載の内視鏡用
処置具。
【請求項６】
　上記回転操作手段の回転角度が一回転未満に規制されている請求項１ないし５のいずれ
かの項に記載の内視鏡用処置具。
【請求項７】
　上記操作ワイヤとして、正極用及び負極用の二本の導電ワイヤが並んで配置されていて
、そのうちの一本の導電ワイヤがトルクワイヤで形成されて上記回転操作手段により回転
駆動される請求項１ないし６のいずれかの項に記載の内視鏡用処置具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡用処置具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用処置具は一般に、可撓性シース内に軸線方向に進退自在に操作ワイヤが挿通配
置されて、操作ワイヤの先端に連結された先端処置部材が可撓性シースの先端部分に配置
され、可撓性シースの基端に連結された操作部に、操作ワイヤを軸線方向に進退操作する
スライド操作部材が設けられている。
【０００３】
　そして、可撓性シースの基端を操作部に対し軸線周り方向に回転自在に連結して、操作
部全体を可撓性シースの基端に対して軸線周り方向に回転操作することにより、可撓性シ
ース内で操作ワイヤが回転して、先端処置部材の向きを手元側から任意に変えることがで
きるようにしたものも少なくない（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００７－２１５８９６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかし、内視鏡用処置具の操作者は通常、操作部に設けられているスライド操作部材に
指を通しているので、操作部全体を可撓性シースの基端に対して回転させるには、その指
を外して操作部全体を持ち直す等、面倒な操作が必要になる。
【０００５】
　特に、先端処置部材が高周波電極になっている高周波処置具の場合等には、操作部全体
を回転させると、操作部から延出している高周波電源コードが操作部に巻き付いてしまっ
て、コードの接続までやり直す必要が生じ、極めて煩雑な作業が必要になってしまう場合
がある。
【０００６】
　本発明は、手元側で操作部全体を回転させるような操作を必要とすることなく、可撓性
シースの先端に設けられた先端処置部材を容易な操作で軸線周り方向に回転させることが
できる、操作性の優れた内視鏡用処置具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用処置具は、可撓性シース内に軸線方向に
進退自在に且つ軸線周り方向に回転自在に操作ワイヤが挿通配置されて、操作ワイヤの先
端に連結された先端処置部材が可撓性シースの先端部分に配置され、可撓性シースの基端
に連結された操作部に、操作ワイヤを軸線方向に進退操作するスライド操作部材が設けら
れると共に、可撓性シースの基端側において、操作ワイヤを可撓性シースに対し軸線周り
方向に相対的に回転させることにより、先端処置部材が可撓性シースの先端で軸線周り方
向に回転するように構成された内視鏡用処置具において、スライド操作部材に、操作ワイ
ヤを他の部材に対し単独で軸線周り方向に回転させる操作を行うための回転操作手段が設
けられているものである。
【０００８】
　なお、操作ワイヤの基端部分に従動歯車が取り付けられていて、その従動歯車を回転駆
動するための駆動歯車が回転操作手段に設けられていてもよい。また、従動歯車と駆動歯
車との間に中間歯車が設けられていてもよい。
【０００９】
　また、回転操作手段に、駆動歯車を回転操作するための操作レバーが設けられていても
よく、或いは、回転操作手段が従動歯車と噛み合う単独の歯車であってもよい。また、回
転操作手段の回転角度が一回転未満に規制されていてもよい。
【００１０】
　また、操作ワイヤとして、正極用及び負極用の二本の導電ワイヤが並んで配置されてい
て、そのうちの一本の導電ワイヤがトルクワイヤで形成されて回転操作手段により回転駆
動されるようになっていてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、操作部に設けられたスライド操作部材に、操作ワイヤを他の部材に対
し単独で軸線周り方向に回転させる操作を行うための回転操作手段が設けられていること
により、手元側で操作部全体を回転させるような操作を必要とすることなく、可撓性シー
スの先端に設けられた先端処置部材を容易な操作で軸線周り方向に回転させることができ
る優れた操作性を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　可撓性シース内に軸線方向に進退自在に且つ軸線周り方向に回転自在に操作ワイヤが挿
通配置されて、操作ワイヤの先端に連結された先端処置部材が可撓性シースの先端部分に
配置され、可撓性シースの基端に連結された操作部に、操作ワイヤを軸線方向に進退操作
するスライド操作部材が設けられると共に、可撓性シースの基端側において、操作ワイヤ
を可撓性シースに対し軸線周り方向に相対的に回転させることにより、先端処置部材が可
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撓性シースの先端で軸線周り方向に回転するように構成された内視鏡用処置具において、
スライド操作部材に、操作ワイヤを他の部材に対し単独で軸線周り方向に回転させる操作
を行うための回転操作手段が設けられている。
【実施例】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は、本発明が適用された内視鏡用処置具の第１の実施例の全体構成を示している。
この実施例の内視鏡用処置具は内視鏡用のバイポーラ型高周波処置具である。
【００１４】
　図示されていない内視鏡の処置具挿通チャンネル内に挿脱される可撓性シース１は、例
えば四フッ化エチレン樹脂チューブ等のような電気絶縁性の可撓性チューブで形成されて
いる。
【００１５】
　可撓性シース１の先端に設けられた先端支持枠２に、先端処置部材３が支持されている
。この実施例の先端処置部材３は、導電性を有する一対の高周波電極である。また、可撓
性シース１内には、全長にわたって操作ワイヤ４が軸線方向に進退自在に且つ軸線周り方
向に回転自在に挿通配置されている。
【００１６】
　図３は、そのような内視鏡用処置具の先端部分を示しており、電気絶縁材からなる先端
支持枠２が可撓性シース１の先端に軸線周り方向に回転自在に取り付けられている。可撓
性シース１の先端内に差し込まれた先端支持枠２の後端寄りの円筒状部分の外周部に周状
突起２ａが突出形成されていて、その周状突起２ａが、可撓性シース１の内周壁に食い込
んで抜け止めになっている。
【００１７】
　先端処置部材３である一対の高周波電極は、支軸５を中心に前方に向かって嘴状に開閉
自在に、互いの間が電気的に絶縁されて先端支持枠２に支持されている。この実施例の操
作ワイヤ４は二本の導電ワイヤ４Ａ，４Ｂであり、それらが、先端処置部材３である一対
の高周波電極の後端部に個別に連結されている。
【００１８】
　操作ワイヤ４である二本の導電ワイヤ４Ａ，４Ｂのうち少なくとも一方には、回転追従
性のよいトルクワイヤ（４Ａ）が用いられ、二本の導電ワイヤ４Ａ，４Ｂは可撓性シース
１内の適宜の位置で結束部材６により一体に結束されている。７は、トルクワイヤ４Ａに
被せられた絶縁チューブである。
【００１９】
　したがって、操作ワイヤ４が基端側から軸線方向に進退操作されると、先端処置部材３
である一対の高周波電極が二点鎖線で示されるように嘴状に開閉動作をし、操作ワイヤ４
を可撓性シース１に対し軸線周り方向に相対的に回転させることにより、操作ワイヤ４の
先端に連結された先端処置部材３が可撓性シース１の先端で軸線周り方向に回転する。
【００２０】
　ただし、矢印Ｂで示されるように、二本の導電ワイヤ４Ａ，４Ｂのうちトルクワイヤ４
Ａだけが基端側から軸線周り方向に回転操作されれば、それによって先端側では操作ワイ
ヤ４全体が軸線周り方向に回転して、矢印Ｃで示されるように、先端処置部材３が軸線周
り方向に回転し、可撓性シース１の先端において先端処置部材３の向き（開閉の向き）が
変わる。
【００２１】
　図２に戻って、１０は操作部であり、可撓性シース１の基端が固定的に連結された操作
部本体１１に、操作ワイヤ４を軸線方向に進退操作するためのスライド操作部材１２がス
ライド自在に取り付けられている。スライド操作部材１２は、操作部本体１１の長手方向
に形成されたスリット１３に沿ってスライドさせることができ、それによって、先端処置
部材３が開閉駆動される。
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【００２２】
　３０は、二本の導電ワイヤ４Ａ，４Ｂに電気的に接続されてスライド操作部材１２から
延出する二本の高周波電源コードであり、図示されていない高周波電源装置に接続される
接続プラグ３１が、各高周波電源コード３０の先端に取り付けられている。
【００２３】
　スライド操作部材１２には、操作ワイヤ４（ここではトルクワイヤ４Ａ）を他の部材に
対し単独で軸線周り方向に回転させる操作を行うための回転操作摘み１４（回転操作手段
）が配置されている。
【００２４】
　その結果、回転操作摘み１４を矢印Ａで示されるように回転操作すれば、トルクワイヤ
４Ａが可撓性シース１に対し軸線周り方向に回転して、可撓性シース１の先端で先端処置
部材３が可撓性シース１に対し軸線周り方向に回転し、可撓性シース１の先端における先
端処置部材３の開閉方向が変わる。
【００２５】
　図１はそのような操作部１０の側面断面図であり、図４はIV－IV断面図である。１６は
、スライド操作部材１２と一体的に結合されて操作部本体１１のスリット１３内に緩く配
置された電気絶縁性の部材からなるワイヤ駆動座であり、そこに軸線と平行方向に形成さ
れた二つの貫通孔内に、操作ワイヤ４を構成する二本の導電ワイヤ４Ａ，４Ｂが個別に通
されている。
【００２６】
　二本の導電ワイヤ４Ａ，４Ｂのうちトルクワイヤ４Ａの基端部には導電金属製の細長い
従動歯車１７が固着されており、ワイヤ駆動座１６の貫通孔内に軸線周り方向に回転自在
に配置された従動歯車１７が回転すると、それと共にトルクワイヤ４Ａの基端が軸線周り
方向に回転する。
【００２７】
　１８と１９は、従動歯車１７がワイヤ駆動座１６に対して軸線方向に移動しないように
従動歯車１７の両端に取り付けられたスラストストッパであり、従動歯車１７に対し軸線
周り方向に回転自在に取り付けられた後方側のスラストストッパ１９を介して、一方の高
周波電源コード３０とトルクワイヤ４Ａとが電気的に導通している。
【００２８】
　操作ワイヤ４を構成するもう一つの導電ワイヤ４Ｂは、ワイヤ駆動座１６に形成された
貫通孔内を緩く通過して、もう一つの高周波電源コード３０に接続されている。したがっ
て、二本の導電ワイヤ４Ａ，４Ｂを経由して、先端処置部材３を構成する一対の高周波電
極が高周波電源の正極と負極とに接続された状態になる。
【００２９】
　電気絶縁材で形成された回転操作摘み１４は、この実施例では従動歯車１７と噛み合う
単独の駆動歯車であり、従動歯車１７と噛み合う状態に支軸１５によりスライド操作部材
１２に回転自在に支持されている。
【００３０】
　その結果、矢印Ａで示されるように回転操作摘み１４を回転操作すると、それによって
従動歯車１７が回転駆動されて、矢印Ｂで示されるようにトルクワイヤ４Ａの基端部分が
回転し、その回転がトルクワイヤ４Ａの先端に伝達されることにより、図２及び図３に矢
印Ｃで示されるように、先端処置部材３が可撓性シース１の先端において軸線周り方向に
回転する。
【００３１】
　したがって、操作部１０全体を回転させるような操作を必要とすることなく、操作部１
０において回転操作摘み１４を単独で回転させるだけの簡単な操作により、可撓性シース
１の先端に設けられた先端処置部材３を可撓性シース１に対して軸線周り方向に回転させ
ることができ、極めて優れた操作性を得ることができる。
【００３２】
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　図５は、本発明が適用された内視鏡用処置具の第２の実施例である内視鏡用モノポーラ
型高周波処置具の操作部１０を示している。この例では、導電ワイヤからなる操作ワイヤ
４は一本だけであり、高周波電源コード３０に代えてスライド操作部材１２に配置された
高周波電源コード接続端子３２の導電部材の先端部分３２ａが、回転操作摘み１４の基端
側面に常時接触して電気的に導通している。
【００３３】
　先端処置部材３が可撓性シース１の先端で軸線周り方向に回転自在に設けられている点
は第１の実施例と同様であり、可撓性シース１内に軸線方向に進退自在に且つ軸線周り方
向に回転自在に挿通配置された操作ワイヤ４によって先端処置部材３が駆動される。操作
ワイヤ４はトルクワイヤである方が回転伝達の応答性の上から好ましいが、必ずしもトル
クワイヤでなくても構わない。
【００３４】
　図６は、第２の実施例の操作部１０の側面断面図、図７はVII－VII断面図であり、操作
ワイヤ４の基端に固着された従動歯車１７が回転操作摘み１４により回転駆動されると、
操作ワイヤ４が軸線周りに回転してその動きが先端側に伝達される点は第１の実施例と同
じである。このように、本発明はモノポーラ型高周波処置具に適用することもでき、高周
波電流を用いない機械的な内視鏡用処置具に適用しても差し支えない。
【００３５】
　図８は、本発明の第３の実施例を示しており、回転操作摘み１４として、従動歯車１７
と噛み合う駆動歯車を回転操作するための操作レバーが一体に設けられているものである
。このように構成することにより、手動操作をより楽に行うことができる。操作レバーを
駆動歯車と別設してもよい。
【００３６】
　このような操作レバー方式にすると、回転操作量が一回転未満（例えば９０～１５０°
程度）に規制されるが、従動歯車１７とのギヤ比の大きさにより、回転操作摘み１４のそ
の程度の回転により従動歯車１７は複数回転するので、先端処置部材３の向きを変えるの
に必要な操作としては十分であり、むしろ操作し易くて好ましい。このような規制は、第
１及び第２の実施例等に対しても適用することができる。
【００３７】
　図９は本発明の第４の実施例を示しており、回転操作摘み１４の駆動歯車と従動歯車１
７との間に中間歯車２１を設けたものである。このように構成することにより、回転操作
摘み１４の回転方向と操作ワイヤ４の回転方向が一致するので、操作感覚に違和感がなく
なり、操作性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用処置具の操作部の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用処置具の全体構成図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用処置具の先端部分の側面断面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用処置具の操作部の正面断面図（図１におけるIV
－IV断面図）である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用処置具の操作部の平面図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡用処置具の操作部の側面断面図である。
【図７】本発明の第２の実施例の内視鏡用処置具の操作部の正面断面図（図６におけるVI
I－VII断面図）である。
【図８】本発明の第３の実施例の内視鏡用処置具の操作部の正面断面図である。
【図９】本発明の第４の実施例の内視鏡用処置具の操作部の正面断面図である。
【符号の説明】
【００３９】
　１　可撓性シース
　３　先端処置部材
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　４　操作ワイヤ
　４Ａ　トルクワイヤ
　１０　操作部
　１１　操作部本体
　１２　スライド操作部材
　１４　回転操作摘み（回転操作手段）
　１７　従動歯車
　２１　中間歯車

【図１】 【図２】
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